
訂 正 表 

 

『世界で働くプロフェッショナルが語る』 

 

 

下記の誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。 

 

 

・13頁 写真３ キャプション 

 （誤）「環境にやさしい生活用品を配る」 

 （正）「環境にやさしい生理用品を配る」 

 

・14頁 写真４ さしかえ 

   → 次ページをご覧ください． 

 

・16頁 写真５，６ キャプション追加 

（正）「ブータン難民の少女たちに下着セットの配布も。 

女性の権利向上を訴えて、地元の女性たちとマーチ 

した。©根本提供」 

 

・36頁（田瀬和夫先生ご現職欄） 

（誤）「デトロイトトーマツコンサルティング」 

（正）「デロイトトーマツコンサルティング」 
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ています。子どもたちは、政治状況などのむずかしいことはあるに

しても、今が大切です。今を精いっぱい生きようとしています。も

ちろん、ふるさとの話は親から聞くでしょう。でもふるさとに帰れ

ないながらも、今の時間を大切にしようと熱心に勉強して、よく遊

び、よく仕事もします。今を悲しむより今を精いっぱい生きる、そ

ういう姿が印象的でした。

　さきほどから、国連機関は難民の背中を押してあげる触媒と言っ

ていますが、世界的NGO「国境なきピエロ団」という団体も慰問に

やってきました。彼らは、世界各地の難民キャンプの若者や子ども

たちに、どういうふうに曲芸をするかを教えています。キャンプに

は娯楽がないので、子どもたちは一生懸命に覚えて、今度は自分た

ちで企画し、周りの人たちに教えたり披露したりします。そういっ

た触媒です。実際の力はその人たち自身にあり、その力を引き出す

お手伝いをするのが、援助団体の仕事だと思っています。

　難民を見ていると
　本当に大切なことは何か考えさせられる

　今日私が強調したいのは、いかに私たちが恵まれているかとい

うことです。トイレの水を１回流すのに10リットル使っています。

写真 4 �ソマリア難民の子どもたちと。
　　　 Ⓒ根本提供


